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広報伊丹■２０２５（令和７）年２月１日 第１５３５号（２）

伊
丹
広
報
２
面

０
２
０
１
０
２

井
❶
木
❷
井
❸
井
❹
木
❺
木
❻
井
❼
木
❽
井
❾
木

３
月
２
日
㈰
開
催

こここここここここここここここここここここここここここここここ
こここここここここここここここここここここここここここここここ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ
モモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモ
ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ
ののののののののののののののののののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

ここ
ここ
いい
ろろ
ミミ
モモ
ザザ
のの
日日

３
月
８
日
は
「
国
際
女
性
デ
ー
」

で
す
。
同
日
は
女
性
の
経
済
的
、
政

治
的
、
社
会
的
地
位
に
お
い
て
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
尊
重
す
る
日
で
す
。

ま
た
、「
ミ
モ
ザ
の
日
」
と
も
呼
ば

れ
、
黄
色
い
ミ
モ
ザ
の
花
が
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
い
ろ
で
は
、
３
月
２
日
㈰
午

前
１０
時
〜
午
後
４
時
、「
こ
こ
い
ろ

ミ
モ
ザ
の
日
」
を
次
の
通
り
開
催
し

ま
す
。

い
ず
れ
も
無
料
。
当
日
直

接
、
会
場
へ
（
※
除
く
）。

詳
し
く
は
同
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
二
次

元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り

可
）
で
確
認

を
。

★
※
小
学
生
と
保
護
者
の
た
め

の
性
教
育
講
座

午
前
１０
時
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
活
躍
す
る
助
産
師

と
小
学
生
か
ら
の
性
教
育
を
学

ぶ
。対

象
・
定
員
は
、
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
１０
組
。

一
時
保
育
あ
り
（
１
歳
〜
就
学
前

３
人
。
無
料
。
先
着
順
）。

★
※
お
も
ち
ゃ
の
広
場

午
前
１０

時
。お

も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
え
り

す
ぐ
り
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
。

対
象
・
定
員
は
、
就
学
前
と
そ
の

保
護
者
８
組
。

★
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
挑
戦
�

午

前
１０
時
〜
午
後
１
時
。

カ
ラ
フ
ル
な
風
船
で
動
物
や
剣
、

花
な
ど
を
作
る
。

★
出
張
ぷ
ち
ば
と
ー
＠
こ
こ
い
ろ

午
前
１０
時
〜
午
後
２
時
。

パ
ン
・
焼
き
菓
子
・
飲
み
物
・
雑

貨
の
販
売
（
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
飲

食
可
）。

入
場
無
料
。

★
ジ
ェ
ン
ダ
ー
俳
句
選

午
前
１０
時

〜
午
後
４
時
。

俳
句
結
社
う
ぐ
い
す
・
伊
丹
ス
ワ

ン
句
会
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
俳
句
の

展
示
。

★
ニ
ッ
ト
カ
フ
ェ
＠
こ
こ
い
ろ
作
品

展

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
。

ニ
ッ
ト
カ
フ
ェ
＠
こ
こ
い
ろ
参
加

者
の
作
品
展
。

★
※
伊
丹
市
男
女
共
同
参
画
施
策
市

民
オ
ン
ブ
ー
ド
報
告
会

正
午
。

市
男
女
共
同
参
画
施
策
市
民
オ
ン

ブ
ー
ド
に
よ
る
報
告
会
。

定
員
２０
人
。

★
※
フ
ァ
ミ
リ
ー
あ
ん
し
ん
防
災
講

座

午
後
０
時
半
。

防
災
講
座
と
防
災
ラ
ン
タ
ン
作
り

（
上
写
真
）。

定
員
１５
人
。

★
出
張「
漫
画
を
語
ろ
う
！
」feat

ぐ
ら

uring

こ
と
ば
蔵

午
後
１
時

半
。

テ
ー
マ
「
価
値
観
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
」
の
漫
画
に
つ
い
て
話
す
。

★
※
ミ
モ
ザ
の
日
講
演
会

人
生
１００

年
時
代「
年
金
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
午

後
２
時
。

平
均
寿
命
が
延
び
、
家
族
や
雇
用

構
造
が
変
わ
る
中
、
年
金
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
課
題
を
考
え
る
。

定
員
２５
人
。

＊

＊

�
１
月
３１
日
か
ら
（
ミ
モ
ザ
の
日

講
演
会
は
随
時
）
こ
こ
い
ろ
℡
７８１
・

５
５
１
６
へ
。
先
着
順
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市

政
見
る
聞
く

会
議
な
ど

を
開
催

◆
市
防
災
会
議

２
月
４
日
㈫
午
後

３
時
、
市
役
所
５
階
の
５０１
会
議
室

で
。議

題
は
「
市
地
域
防
災
計
画
お
よ

び
水
防
計
画
の
修
正
」
な
ど
。

定
員
１５
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
後
２
時
半
ま
で
に
直
接
、会
場
へ
。

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
危
機
管
理
室
℡
７８４
・
８
１
６

６
。

◆
第
２
回
市
福
祉
対
策
審
議
会

２

月
１２
日
㈬
午
後
３
時
、
市
役
所
５
階

の
５０１
会
議
室
で
。

議
題
は
▽
市
地
域
福
祉
計
画
（
第

３
次
）
追
補
版
の
答
申
（
案
）
▽
市

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
（
第
９
期
）
の
進
捗
状
況

▽
第
４
次
市
障
害
者
計
画
の
進
捗
状

況
―
―
に
つ
い
て
。

定
員
１０
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
後
２
時
半
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。希

望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
地
域
・
高
年
福
祉
課
℡
７８４
・

８
０
９
９
。

◆
「
文
化
３
館
再
配
置
事
業
実
施
方

針
（
案
）」
パ
ブ
コ
メ
の
結
果
を
公

表

市
は
、「
文
化
３
館
再
配
置
事

業
実
施
方
針
（
案
）」
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
次
の
通
り
公

表
し
ま
す
。

▽
公
表
期
間
�
２
月
１
日
〜
３
月

２
日
▽
公
表
場
所
�
市
役
所
３
階
の

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
、
同
３
階
の

総
務
課
（
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
）、

同
１
階
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
各

支
所
・
分
室
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
く
ら
し
の
プ
ラ
ザ
）、
市
民
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ザ
、「
ふ
ら
っ
と
」
人

権
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
「
こ
と
ば

ぐ
ら蔵
」、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

問
市
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
℡
７８０

・
４
３
４
５
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
計
画
変
更
案
が

縦
覧
で
き
ま
す

２
月
３
〜
１７
日
、

「
公
共
下
水
道
事
業
計
画
変
更
案
」

が
市
上
下
水
道
局
２
階
の
下
水
道
課

で
縦
覧
で
き
ま
す
。

変
更
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、縦
覧

期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す

（
住
所・氏
名・年
齢
の
記
載
が
必
要
）。

問
市
上
下
水
道
局
下
水
道
課
℡
７８４

・
８
０
７
４
。

◆
市
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会

委
員
を
募
集

市
は
、
障
害
者
地
域

自
立
支
援
協
議
会
委
員
２
人
を
次
の

通
り
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
▽
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
１８
歳
以
上
▽
他
の
審
議

会
な
ど
の
委
員
で
な
い
▽
市
職
員
か

市
議
会
議
員
で
な
い
。

【
任
期
】
４
月
１
日
〜
令
和
９
年

３
月
３１
日
。

【
謝
礼
】
１
回
の
会
議
に
つ
き
千

円
（
年
２
回
程
度
）。

�
用
紙
（
様
式
自
由
）
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
を

書
き
「
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人

が
交
流
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
私
が
で
き
る
こ
と
」
と
題
し
た

８００
字
程
度
（
志
望
理
由
・
活
動
経
験

・
自
己
ア
ピ
ー
ル
含
む
）
の
小
論
文

を
添
え
て
、
２
月
２５
日
ま
で
に
直
接

か
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・
８
５
０

３
伊
丹
市
役
所
障
害
福
祉
課
（
℡
７８４

・
８
０
３
２
）
へ
。

守
り
ま
し
ょ
う

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

本
市
は
坂
道
の
少
な
い
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
で
あ
り
、
自
転
車
を

利
用
さ
れ
る
人
が
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
自
転
車
の
利
用
自
体

は
、
運
転
者
の
運
動
に
な
り
健
康

面
で
も
プ
ラ
ス
で
す
し
、
化
石
燃

料
を
使
わ
ず
、
地
球
環
境
面
で
も

良
い
移
動
手
段
で
す
。
問
題
は
、

自
転
車
利
用
に
伴
う
交
通
事
故
の
多

さ
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
自
転
車
事
故
を
減
ら

す
た
め
、
伊
丹
警
察
署
と
連
携
し
、

事
故
多
発
地
点
を
中
心
に
街
頭
啓
発

を
行
い
、
過
去
に
自
転
車
事
故
が
発

生
し
た
場
所
な
ど
を
示
し
た
「
自
転

車
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
・
公

開
し
、
自
転
車
の
安
全
運
転
に
つ
い

て
周
知
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
協
力
い

た
だ
い
た
結
果
、
昨
年
は
自
転
車
の

事
故
件
数
は
１６０
件
と
な
り
、
ピ
ー
ク

で
あ
っ
た
令
和
元
年
の
４２０
件
と
の
比

較
で
２６０
件
、
な
ん
と
６
割
強
も
減
少

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
本
市
の
取
り
組
み
や

成
果
が
全
国
的
に
も
高
く
評
価
さ

れ
、
今
年
度
の
交
通
安
全
功
労
者
と

し
て
、
内
閣
府
の
大
臣
表
彰
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、
全
国
的
な

自
転
車
事
故
の
深
刻
化
を
踏
ま
え
、

昨
年
１１
月
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に

よ
り
、
自
転
車
の「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」

の
罰
則
が
強
化
さ
れ
、「
酒
気
帯
び

運
転
」
の
罰
則
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
（
本
紙
１
面

参
照
）。

「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」に
つ
い
て
は
、

自
転
車
を
運
転
中
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
操
作
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
画
面
を
注
視
す
る
こ
と
も
禁
止

さ
れ
、
罰
則
の
対
象
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
飲
酒
に
関

し
、「
酒
酔
い
運
転
」
の
み
が
罰
則

の
対
象
で
し
た
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
が

体
内
に
残
っ
た
状
態
で
運
転
す
る

「
酒
気
帯
び
運
転
」
も
罰
則
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
自
転
車
に
乗
る
人
に
酒

類
を
提
供
し
た
り
、
飲
酒
し
た
人
に

自
転
車
を
提
供
す
る
こ
と
も
罰
則
の

対
象
で
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
で
伊
丹
市
内
の
自

転
車
の
事
故
件
数
は
大
き
く
減
少
し

て
は
き
た
も
の
の
、
一
層
の
安
全
運

転
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。（市

長

藤
原

保
幸
）

ププレレミミアアムム付付デデジジタタルル券券（（子子育育てて応応援援枠枠））

ひょうご家計応援キャンペーン

人権セミナー
生きづらさって何だろう研究所

県は、長引く物価高騰への対策として、プレミアム付デ
ジタル券「はばタンPay＋」第４弾を拡充し、物価高騰の
影響が大きい子育て世帯をさらに応援するため「子育て応
援枠」を新たに追加します。
【対象】１８歳以下の子どもか申込日に妊娠している人がい
る世帯の代表者。親子ともに本人確認資料が必要（妊娠中
の場合は母子手帳）
【デジタル券】プレミアム率２５㌫（１口６２５０円分を５０００円で
販売）。１世帯２口まで
【利用期間】３月２４日～５月３１日
申し込みは２月２０日午後８時までに同キ
ャンペーンホームページ（二次元コードか
ら読み取り可）から申請を。応募多数の場
合、抽選。

「はばタンPay＋」第４弾事務局℡０７８-３７１-２９６０

【日時】３月１４日㈮午後６時半
【会場】スワンホール
【内容】「不登校のその後」などを研究
する講師と「生きづらい社会」につい
て考える
【定員】３０人
【参加料】無料
�２月４日午前１０時
から中央公民館℡７８４
-８０００（二次元コード
から電子申請も可）
へ。先着順。

この広報紙は９万１９００部作成し、印刷経費は１部あたり７円です（内訳：市負担分５円・広告収入分２円）


